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要 旨

日本国有鉄道納入のMARS-201システムは,団体旅客を対象とした座席予約システムであり,中央装置に

HITAC-8400(262Kバイト)を使用した単独のオンライン･リアルタイム･システムである｡

本システムは団体旋行の特性にかんがみ,約6個月の長期予約と7,000本の列車を収容し,旅程の追加,変

更などの繁雑な要求にもじゅうぷん対処しうるように設計されている｡

本稿では現在好調に稼働中であるシステムについて,

要を述べる｡

l.緒 日

経済の高度成長に伴い,最近は団体施行,あるいは小グループの

旋行が急激に増加する傾向にある｡しかも数個月前に座席の予約が

必要となり,このサービスの優劣によって利用する交通機関が決定

される傾向にある｡このような状況に対処するためにほ,座席予約

業務を電話,電報にたよっていることは許されず,国鉄では団体のた

めの予約の迅速な処理,サービスの向上を図るため,′電子計算楼の

導入を決定した｡これiこよって指定′j､口団体,グループ旅客(こ対し

て,引受業務,輸送手配などを合理化L,波動輸送iこ対処しうるリ

アルタイム･システムを建設することi･こなった｡

2.システム設計

2.1システム設計の方針

本システムの設計に際し考慮された点のうち,すでに稼働してい

る一般旅客用のMARS-100システムとのおもな相違は次のとおF)

である｡

(1)1件で扱う人数,行程数か多い:〕

(2)予約期間が長くその間の予約内容の変更が多い｡

(3)当面このシステムへの入力は全国十数個所のセンタからな

され,直接窓口との間で,問合せ,応答ほしない｡

(4)営業運転時間がMARS-100系より短い.〕

(5)予約受付の終わりは発車10日前であり,その時の余席は一

般系に移さねばならない､,〕

このような条件のもとに運転方式ほトラヒッタも低く,稼働条件

は,MARS-100系ほどきびしくないと考えられるので単独運転であ

る｡また将来のシステムの内容の変更拡張を考慮Lて,できるだけ

汎用の機器とソフトウエアを使用する｡通信制御手順,通信符号構

成については端局と中央装置を直結し,ISO標準iこ準ずる｡

2.2 システムの機能

本システムの取扱数量は表lに示すとおりである｡この表に示す

ように予約期間,1件(1団体の申込み)で取り扱う人数,行程の

数がMARS-100系と著しく異なるため,いわゆる予約,取消,照

会などのはかに,次に述べるような機能がある′｡

(1)予約種類の増加

予約期間が長く,その間の予約内容の変更が当然多い｡このた
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表1 取 扱 数 量 の 仮 定

一***

(1ノ 件 数 比
指定 小 口:集団=1:3

し25人以上J(5人以上)

(2,利用列車本数

ぐ3)1件あたり平均l乎数

(､4)波動率

(5■〉座席のロ∴率

(6)受付件数の割合

(7)二平均区間分割数

(8)停車駅数

(9)平均号季数

(10)ダイヤ変更率

1.団体平均利用列車本数

a 指定小口 指定席列車 1.8列車/件

急行自由席列車 0.6列車/件

普 通 列 車 0.8列車/件

計 3.2列車/件

b グループ 指 定 列 車 1.5列車/件

団体種別 仮引受 再予約 本引受 取 消 変 更 計

指定′j＼口 1.0 0.28 1.0 0.22 1･5 4･0

れ一プlo可0･231･Olo･2㌃1･0‾2･竺【
季 節 波 動 最 高160%

団体引受わくの 15%

a 指 定 小 口

5個月＋ 2個月＋ 21日前 10日前 出発日
21日前 11目前
1 1 1 1 l

:仮引受寡

し_舶 +!+56_J

;本引受

:+ 5_J + 95_ノ･

美即時引受
:←

蔓+10_ノ+90一一+

bグルー7

5個月＋ 2個月＋ 21日前 10日前 出尭日
21日前 11口亨打
l l 1 1 l

仮引受

木引;受

+61+…+ 39-J≡

_→;
:+ 61_ノ■+ 39_ノき

指 定 席

a.座席位置形式
6 区 間

b.本引受即時引受の坂合 6 区 間

自 由 席

a.急行日由庸列車
3 区 間

b.普 通 列 車 1.5区 間

列車槌別最大駅数平均駅数

指定席列車150 20

急行自由席列申150 40

普通列車150 40

a.1列車あたり平均号車数
4

b.1列車あたり平均指定座席数

4号車×10ブロック×4座席=160座席

20%
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図1 中 央 装 置

め,予約の種類として予約と同時に座席を割り当てて発売する即

時引受および座席の割当ては行なうが以後の変更を予想し仮の予

約を行なう仮引受と,･仮引受が済んでいる予約に対し最終的に引

受書を発行する本引受との3種類の予約レベルがある｡

以下にMARS-100系と異なる端局の操作を述べる｡

(a)変 更

いったん,予約した内容を旅客の必要に応じて内容の変更を行

なう｡変更の種類として人員の増減,乗降区間の変更とか列車,

日付,等級の変更がある｡MARS-100系ではこれらの変更は取

消,再予約の2操作を必要とするが,本システムでは1操作で可

能である｡

(b)追 加 予 約

族客の要求に応じてさらに行程を追加する操作である｡

(c)問 合 せ

前に予約した内容の問合せを行なう｡

(2)複数行程の処理

予約では1団体に関係する列車をすべて1件として取り扱うの

がたてまえである｡旅行日程に含まれる特急列車の指定席の予約

を行なうほか,要求により急行列車,普通列車の自由席の予約も

行なう｡

処理の結果はこれらを一括した様式で端局に出力する｡

(3)多数座席の予約

数人からなるグループと数十人で構成される小口団体を対象と

する｡したがって同一団体がなるべく分散せず,しかも余席が少

なくなるような方法で割り当てる｡

(4)予約内容の記録

多数行程のなかの一部あるいは全部の変更の操作を簡便にする

ためと,小口団体については即時引受や本引受後の取消を確実に

するために,引受時の予約内容を即時にアクセスできるファイル

に記録する｡その後の変更,取消は引き受けたときにつけられた

引受番号と,その1件の何番目の行程であるかを示す行程処理番

号に基づき処理される｡

3.システム構成

3.1中 央 装 置

中央装置の外観は図】に示すとおりである｡処理装置はH-8400

(262Kバイト)を1台使用したオンライン･リアルタイム･システ

ムでその構成は表2に,また,系統図は図2に示すとおりである｡

ファイルほ処理能力と記憶容量の面から磁気ディスク(H-8564)を
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H-8400-262 処 理 装 置
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図2 中央装置系統図
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図3 通信制御手順

使用した｡通信制御装置には将来の端局,はかのシステムとの接続

を考慮して,50ボーから200ポーまでの通信が可能なH-8668を使

用した｡

3.2 通 信 方 式

(1)通信速度は50,200ポーの半二重通信方式である｡

(2)符号方式にはISO標準コードを壬采用し,8単位調歩式,水

平,垂直のパリティチェックを行ない,伝送符号の誤りを

検出する｡

(3)制御手順は図3に示すとおり,コンテンショソ方式で,

｢DA+は将来ほかのシステムへの方路識別用として使用さ

れる｡

3.3 囁 局 装 置

図4ほ端局装置の外観であるが,その設計には以下の点に考慮を

払った｡
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表3 プ ロ グ ラ ム ー 覧蓑

大 分 類 小 分 類

オンライ ン業務プロ グラム

RM(Reservation Management)
予 約 業 老旨 プ ロ グ ラ ム

図4 端 局 装 置

(1)予約業務が重点であるが,一般通信も可能とし,さらに将

来はかのシステムにも接続できること｡

(2)予約業務の能率化を考え,専用操作盤をおく｡

(3)主要な列車名および駅名は操作盤上のページ部に収容す

る｡はかの列車名は列車番号をテソキーにより,ほかの駅

名はそのコードをダイヤルでセットする｡

(4)論理回路により操作盤の押しボタン操作誤りを防ぐ｡

(5)操作盤の押しボタンや表示ラソプの配列などについては人

間工学的考慮を払う｡

(6)印刷枚はカナ文字タイプライタとし,ほかに,必要により

紙テープリーダおよび紙テープパンチを付加できること｡

(7)団体申込1件は一般には数行程となるが,要求操作は1行

程単位とし,その回答印字後,次の行程の要求を行なうこ

ととし,この間所要の情報は保持磯能を持つ｡

4.プ ロ グ ラ ム

4.1プログラムの構成

プログラムの中心をなすオペレーテイソグシステムには,H-

8000標準のTDOS(Tape Disk Operating System)を使用した｡

プログラムのすべてはこのTDOSェクゼクティブの制御により行

なわれる｡

業務プログラムの構成は表3に,系統図は図5に示すとおりであ

る｡この構成ほ,MARS-100系と大きく異なるところはないが,運

転終了後,発車10日前の列車をMARS-100系に移し替えるための

オ
フ
ラ
イ
ン
業
務
プ
ロ
グ
ラ
ム

D九Ⅰ

(Data Management)

列 車 デ ー タ ロ ー ダ

ダ イ ヤ 変 更 ロ
ー ダ

日 付座 席喜替 プ ロ グ ラ ム

デ ー タ 読 出 し プ ロ グ ラ ム

団体予約状況調査プロ グラム

フ ァ イ ル 保 守 プ ロ グ ラ ム

SOC

(System Operation

Control)

イ ニ シ ャ ラ イ ザ

再 開 始 プ ロ グ ラ ム

フ ァ イ ル 回 復 プ ロ グ ラ ム

フ ァ イ ルチ ェ ック プロ グラ ム

行程数チ ェ ック プ ロ グラム

100 系
座席情報読出 し プ ロ グラム

座席情報音込み プ ロ グラム

｢ ｢+

TDOSユタゼクティプ

一
〇
〇
系
移
し

プ
ロ
グ
ラ
ム

S
O
C
プ
ロ
グ
ラ
ム

D
M
プ
ロ
グ
ラ
ム

+

[

p▲CM

訂

R
M
プ
ロ
グ
ラ
ム

オフライン オンライン

し塁撃空些

TDOS

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

プ
ロ
グ
ラ
ム

_1+.TDOS:Tape Disk Operating System

MCP:MultichannelCommunication

RM:Reservation Manage血ent

DM:Data Management

SOC:System Operation Control
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図6 予約業務プログラム

プログラム,単独運転システムである本システムの信頼性をあげる

ためのチェックプログラムを新たに構成に加えた｡

4.2 オンライン業務プログラム

このプログラムは,図5系統図に示すように,MCPと接続し,

端局からの要求情報を受け取り,座席の予約,取消し,照会およぴ

そのほか各種の変更要求に応じるための処置を行なう｡これほ約7

個の主要なモジュールよりなり,シングルスレッドで動作する｡図

dはモジュールの構成であるが,その設計にあたっては,次の点に

ついて考慮を払った｡
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(1)1団体に対して,なるべくまとまった座席を効率よく割り

当てるようにする｡

(2)端局での操作項目が非常に多いため,操作誤りがないよう

に完全なチェックをし,誤りがあれば誤りの項目を端局の

オペレータに知らせるようにする｡

(3)障害が発生したときに,中央センタのオペレータが,障害

の内容をすぐに知ることができるようにランプ表示および

コンソールタイプライタへの印字を行ない,さらにより詳

細な障害記録をとるようにする｡

(4)端末起動による発売業務だけでなく中央セソタから全端局

に,中央からのメッセージの指令ができるようにする｡

(5)処理能力ということよりも確実性ということに重点を置

き,ファイルに対し,リードアフターライトを行なって書

き込んだデータに誤りがないことを確認するようにする｡

(6)ハードウェアの一部分の障害でほシステムを停止させない

ように,回線単位,CCM単位の切り離しや,ディスクの

トラック単位,列車単位,デバイス単位の保留を行なうよ

うにする｡

(7)オフライン時の各種のチェックに使用するために処理結果

を残すジャーナルは,オンライン時に同一内容のものを常

に2本取るようにし,障害が起きたときも自動的に切り替

えるようにする｡

ム3 オフライン業務プログラム

本プログラムは表3に示すように大別して3種類にわけられる｡

これらはオソライン業務プログラムのように,端局からの要求を直

接処理することほしないが,列車データ作成のためのローダ,オン

ライン業務に必要なテーブル類の更新,システム運転開始および終

了の処理など,オソライン業務をサポートするための処理を行なう｡

4.3.1D仙プログラム

これは列車データ作成のためのローダ,ダイヤ変更用ローダ,

カレソダの更新,これらデータの読み出しプログラムおよびフィ

ジカルなレベルのファイルへの読み出し,書込みプログラムなど

よりなる｡これらは,オンライン業務プログラムのデバック,テ

ストのため最初に作らなければならないプログラム額である｡

DMプログラム中,特に重要なものは,列車データ作成のため

のローダである｡本システムに収容する列車本数は,約7,000本

にも達し,そのデータ作成には多大の労力を必要としたが,その

労力をできるだけ少なくする必要から,次のような点に考慮を払

った｡基本的にはMARS-100系と同じ考え方であるが,入力デ

ータに対する論理チェックの強化,ファイル作成の中間段階に磁

気テープを設け,入力データの誤りに対する修正を容易に行なえ

るようにするとともに,ファイルへの列車データの自動割付など

について工夫をこらした｡

人3.2 SOCプログラム

これはオンライン業務の運転開始,終了の処理,システム異常

時の処理および再開始の処理,オンライン業務が正常に行なわれ

たことのチェックなどである｡

これらのプログラムの機能は,MARS-100系の機能とあまり変

わらないが,オンライン業務が正常に行なわれたことをチェック

するプログラムほ,特に本システムが,単独運転のシステムであ

ることからつけ加えられたものである｡このチェックは次のよう

に行なわれている｡その1は,オンライン運転中に取ったジャー

ナルテープをもとにして,運転開始前の座席情報ファイル,要求

情報ファイルを処理し,別に取っている運転終了後のファイル

との一致をとる｡その2はオンライン運転中にカウントした端局

ごとの切符の枚数と,ジャーナルテープより計算した切符の枚数

42

6ヶ月分

IF

ⅤOL.52 N0.12

⊂====コ

(情報の構成)′′一

_J■一‾

(A)第1行程
(4)

■
■
■
-
■
■
■
■
一
-
3

(A)第2行程
(5)

1970

RF

/ ｢

(2)

(3)

(A)第3行程

(6)

(B)第4行程

情報

図7 RF の 構 成

の一致を取ることである｡このような方法により,中央装置側に

おけるファイルの更新状況,ジャーナルテープの記録,端局側に

出力された切符の三者が一致することを確認し,オソライン業務

が正常に行なわれたことをチェックしている｡

4.3.3100系移しプログラム

本システムでは,列車発車日の10日前まで発売を行ない,未発

売の座席については,毎日の運転終了後,MARS-100系に座席の

移し替えを行ない,発売をしている｡この業務を行なうために開

発されたのが,本プログラムである｡座席の移し香えは,機器の

誤動rFが起こると,直接座席の二重発売に結び付くことになるた

め,入念にチェックを行なった｡その1は本システムの座席情報

ファイルより磁気テープに座席を取り出し,その後,チェックプ

ログラムにより磁気テープと,座席情報ファイルのロジカルな一

致を取っている｡その2はMARS-100系への座席の書替えの際,

リードアフタライトにより書込み後のチェックを行なっている｡

5.フ ァ イ ル

本システムのファイルは3種類のファイルからなる｡その1ほ成

立した予約内容iこ番号(引受番号)を与えて格納する要求情報ファイ

ル(以下,RFという)で1日約3,000行程の要求情報を6個月間(デ

ィスク4台)に保有する｡

第2のファイルはMARS-100系と同様,列車情報と座席情報を

もつデータ情報ファイル(以下,DFという)で,指定席列車を格納

するファイル(1,000個列車,15万座庸5個月21日間,ディスク7

号)と急行自由席および普通列車を格納するカウンタ形式の自由席

ファイル(5,600個列車,5個月21日間,ディスク6台)からなる｡

以上のRF,DFはインデックス･シーケンシヤル･ファイルの性

格をもち,したがってそれぞれのマスタ･インデックス,シリンダ･

インデックスがあるが,これらのインデックスを保有する第3のフ

ァイルにインデックス･ファイル(以下,IFという,ディスク1台)

がある｡IFにはこのはか,日々のカレンダなどのテーブルも保有し

ている｡

(1)RF

図7はRFのアクセス方法を示したものである｡まず,月のイ

ンデックスによって示されたアドレスにより日のインデックスに

アクセスし(図の(1)),このアドレスによりその日の先頭にあるト

ラックインデックスに到達し(図の(2)),トラックインデックスに

よって指定の情報が格納されたトラックアドレスを知り,指定の

情報を読み出す(図の(3))｡この一連の処理は引受番号(月日の情



報とその日の一連番号からなる)をキーlこして行なわれる｡

オンラインの処理でほ端局からの要求により1件単位に引受番

号を与え,成立した行程の内容を登録するとともに必要によりト

ラック単位に引受番号(そのトラックの最大の引受番号)をトラ

ックインデックスに登録する｡

また,追加予約のときは図の(6)のように前に登録した行程から

チェーンする｡これは1団体の各行程をまとまった様式で取り扱

う必要があるからである｡

なお,記録される行程の詳細は図8に示すとおりである｡各項

目は成立時の引受番号,乗降車駅コード,乗車人員(大人,小人,

割引の人員),座席位置(自由席の場合は座席数),列車コードか

らなり,以後の変更,そのほかの要求があったとき使用される｡

オフラインの処理では1日の業務終了後,その日の登録状況に

(a)指定帝
4バイト

種別 発車月 発車日

4日皇室呈萱ヨニ__++三_エ_+遜遡j生二

8⊂===::墨壷重宝:::::::::::コ

12⊂===:蚕室匿≡≡:巨::::::::

16｢‾‾m

+________⊥

直垂塾亘匝萱⊆重萱翌夏巫国匡亘司璽蛮璽

¶

__⊥+堕旦+蟹星△旦
Ⅱ=
イ反(本)引受年月日

重重宝:::コ::::玉置匡茎
第1山 TO

/ト人人

20幽

24[二重重重宝:亡:=璽表==工=:
第1山 FROM

28 号単番号 J重商位置 座

コ
第2山TO

4バイトーー

::=]:≡≡垂重彗コ=::::璽亘璽
第2号車

=コ=≡亘亘≡コ::::::::重亘璽
第4号車

32+

(b)自由席

2山 FROM

列車コード

24+呈皇童望二+_______+皇_塵_+塾
第1号車

28⊂三重重≡コ:::::::::重:亙:重
第3号車

図8 RF の 行 程

4バイト
(a)アドレス表

TFK 列車情報の長さ ヨ ビ

墨壷塵塵ヱ_王_とヱ

駅名衷アドレス

‾言F宵霜テ下‾て:‾貢‾

4 +

8=

12=

(b)運転情報

___.塗全土豊艶三上_と三

ヨ ヒ'

ヨ ビ

隔日(表)

隔日(裏)

Q ヨ ビ

土金木水火月日 祝日の翌日
祝日

祝日の前日

曜日のパターン

4バイト
(c)総合情報

列車運転番号コード(10進8桁)

列車コード 列車カナコード(10桁)

16+皿
(受付開始日)

20

日 lのりもの種別l急行種別 ヨビ

グループ予約期間種別 ヨビ

24+__________塾室生亘塑塑堅彗旦__________________

28⊂=::=:廼亘::===:=

図9(a)～(c)列 車 情 報

ヨビ

ヨビ

団体予約 シ ス テ ム MARS-201 1117

より日のインデックスを作り,さらに翌日の準術をしたり,過去

の不要になった月および日のインデックスを消去する｡

(`2)DF

DFは列車情報と座席情報から構成され,その内容は図9,10

に示すとおりである｡

端局から列車番号が指定されるとマスタインデックスよりトラ

ックインデックスのアドレスを求め,読み出したトラックインデ

ックスによりその列申情報の先頭アドレスを求める｡

列車情報は図9i･こ示すように,各情報の先頭を示すアドレス表

から始まり,列車の運転状況を示す運転情報,列車のカナコード

や予約期間を示す総合情報,その列車の停車駅を表わす駅名表,列

車の編成を示す指定席ならびに自由席の号串情報などからなる｡

要求された日の座席情報の位置は,号事情報に表示された先頭

ディスクアドレスとカレンダにある相対位置から計算される｡

(d)駅情報(共通部)
4バイト

駅 数

(e)駅情報(各駅単位)
4バイト

夜行の印

停車駅事務管コード

:==工:===::空室匿亘三≡

i車駅カナコード

;車駅カナコード

停車駅SRコード

Ol(盲ii‾0

12

16 停車駅番号

20無芸竺竺竺
(f)号車情報(共通部)

4バイト

ヨ ビ

情報の長さ 先頭ディスクアドレス

4+_____⊥直塾望.量ヱ∠月

8⊂::===亘:::=::=

12[=:二二二=二三=

(g)指定席号事情報(各号車単位)

FB真の種類

号車数 l指定制】定員制

区間番号1 区間番号2

4バイト

実編成表(6等級

号専一 等級 システムコード 運転区間番号

欠車の印

区分分割パターン 号辛別座席の先頭アドレス

12L座席頒報の長さ/区間1ヨビlブロック情報l座席種別l爾ラ‾こニラ

ーー2バイ ト

16｢m

図9(d)～(g)列 車 情 報

(h)自由席号事情報(各号車単位)
4バイト

号車 号単番号 システムコード 運転区間番号

欠車の印

12

16

20

区間分割パターン

‾‾‾‾‾貫首区間看貫‾

‾‾‾‾‾零有区間焉貫‾

第4区間定員

‾‾看官区間看貫‾

壁塵.墜墾.聖塾塾乙上土_三

===宣璽通宝亘==

‾‾‾‾珊‾‾‾

‾‾‾‾‾‾第罰罰野宕頁‾‾‾‾‾‾‾‾

‾‾‾爾評右打‾‾‾‾‾‾‾‾

図9(h)列 車 情 報
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(8)座席情報共通部
4バイト

年 月 ヨ ビ

(発車年月日)

仙)号車別座席情報共通部
2バイト

ヨヒ 号車番号 等級 システムコード

(¢)区間別座席情報(指定席)

(Ⅰ)標準5座席
(プロ

3 4 210 AI∋CDE

LC)

(Ⅲ)標準4座席
(ブロッ

3 4 210 ABCD ABCD

(Ⅲ)特殊4座席
(プロ

4 210 ABBA DCCD

(LC)

(Ⅳ)標準3座席
(プロ

3 4 210 UML UML

(LC)

(Ⅴ)標準2座席
(プロ

4 210 UL UL UL UL

(d)区間別座席情報(自由席)
2バイト ｢

42 3 0 カウンタ

(LC

ABCD

UL

ABCDE

ABCI)

ABBA

UML

UL

囲10 座 席 情 報

座席情報は図10に示すように,先頭に発車年月日と号車番号を

もつ共通部と走行区間別に用意された区間別座席情報からなる｡

座席情報には1座席1区間を1ビットに対応した指定席のフォー

マットとカウソタ形式の自由席のものがある｡

MARS-100系と大きく異なる所は列車情報と座席情報を,同一

シリンダに収容する列車別ファイル方式を採ったことで,危険分

散を図り一部のファイルの障害によりシステムが停止しないよう

にしてある｡

(3)IF

IFに記録され,RFの処理に使用される月および日のインデッ

クスの詳細は図11の(a),(b)に示すとおりである｡月のインデ

ックスは日のインデックスの先頭を示し,日のインデックスはそ

の日の情報が格納されているディスク･アドレスを示している｡

また,DFのマスタイソデックス,トラック･イソデックスは

図11の(c)(d)に示してある｡キーとして,列車コードが使用さ

れ,要求された列車の先頭ディスク･アドレスが求められる｡

このはか,テーブルの代表的なものとしてカレンダがある(以

下,FB表という)｡F】∋表には予約期間中の日々の座席情報が列車

の先頭の座席情報から何番日の位置にあるかを示す相対番号と,

曜日,祝日などの情報が記録されている｡これらのパラメータは

指定された日の座席情報を取り出すために使用されたり,要求の

44

m●1

m

7

8
9

川

11

12

(a)月のインデックス

2バイト

1月のインデックスの相対アドレス

2月

3月

4月

(c)マスタ･インデックス

葺帥トラッタ内の最大列革コード
絶対

トラサ,暮号

第1 々 ′

第山一1 ∫ ∫

第m ∫ 〃

n_1

n

ⅤOL.52 N0.12 1970

(も)日のインデックス

3バイト

のテ■ィ スク･アドレス

2
6
2
7
加
2
9
訓
3
1

26日のディスク･アドレス

27日

28日

29日

30日

31日

(d)トラックニインデックス

列車コード0 ディスク･アドレス ヨ ビ

〟 1 〝

甘
n-1

〃 々

ク n 〃 〃

図11各種のインデックス

あった列車がその曜乱 視日に運転されているかどうかの検定に

使用される｡

d.結 口

以上,MARS-201システムの概要について述べた｡本システムは

その目的をじゅうぶん果たす成果を収めてきたが,なお今後の旅客

輸送計画によれば,さらに規模の拡大を必要とすることはもちろん

のこと,単に座席の予約のみでなく,旅行プランの作成,案内をは

じめとして鉄道に関連するはかの輸送などをも含めた総合的なシス

テムが必要になるであろう｡このためには,われわれは本システム

の今後の稼働実態を注意深く見守るとともに,新システムの開発を

強力に推進する必要がある｡

最後に,本システムの開発にあたり種々のご助言とご協力をいた

だいた関係各位に深い謝意を表する次第である｡
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